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ハードウェアの連携：並列システム
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ハードウェア

ハードウェア ハードウェア

ハードウェア

ハードウェアハードウェア

ソフトウェア

ソフトウェアがシステムの信頼性を支えている！



ソフトウェア開発工程
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要求

プログラム

詳細仕様

概略仕様

分析

設計

実装

ソフトウェア = プログラム＋文書（仕様書）



設計の検証のための道具立て
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形式手法

モデル検査

シミュレーション
証明

形式仕様記述

UML

構文検査

意味検査



Felica チップの設計文書
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代表的な事例：VDMの適用



シミュレーション
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ViennaTalk
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VDMPad
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モットー
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理　論

実　践
と

基　本

応　用
と



研究の進め方
✓3年生 

- プログラミング 

- プロセッシングを用いたゲームの作成 

- 形式仕様記述 

- VDM、CSP、関数プログラミング 

✓ 4年生 

- 形式仕様記述に基づいたソフトウェア開発方法 

- ツール開発
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最後に

✓情報は「張漢明」を検索！ 

✓理工学部ホームページ「教員・研究室」 

- http://www.st.nanzan-u.ac.jp/faculty/ 

- 張のページ 

- http://www.st.nanzan-u.ac.jp/info/chang/ 

✓形式手法 

- 荒木啓二郎，張漢明：プログラム仕様記述論，オーム社，2002年 

✓連絡先：chang@nanzan-u.ac.jp
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いろんな研究室を自分で訪問してください。

http://www.st.nanzan-u.ac.jp/faculty/
http://www.st.nanzan-u.ac.jp/info/chang/
mailto:chang@nanzan-u.ac.jp

